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あ
ら
ま
し

令和5年 第２回臨時会・第３回定例会第２回臨時会・第３回定例会
◆第２回（８月）臨時会は、８月21日に開催され、特別委員会の設置を求め、発議２件
が議員から提出されました。審査の結果、賛成少数により否決されました。
◆第３回（９月）定例会は、９月６日から９月 28日までの 23日間にわたり開催され、
各会計の決算認定の他、報告２件、人事案件や条例の制定・改正、補正予算など 14
件が市長から提出されました。議案は、審査の結果、いずれも原案のとおり、可決・
承認されました。また、一般質問では８名の議員が登壇し、市の方針等を質しました。

　ウィズコロナへの転換やテクノロジーの進化など、新しい時代は予測不能で混沌とした状況が未だ続
いておりますが、本市の将来像である「笑顔で住み続けたいまち、行方」の実現をより確かなものとし、
行方らしさを生かした新たな価値・サービスを創造していくた
めに、過去の事象をきちんと検証し、変化を恐れず、ドラス
ティックな改善と改革を続け、真に市民や地域が必要とする施
策に着実に取り組んでまいります。
　どうか今後とも、持続
可能で、将来に希望の持
てるまちの実現に向け
て、市民の皆様、そして、
議員各位におかれまして
は、なお一層のご理解と
ご協力を賜りますよう、
お願い申し上げます。

第３回定例会　市長あいさつ及び提案理由の説明　�

第
３
回
定
例
会
の
経
過

※
議
案
の
内
容
は
次
の
ペ
ー
ジ
か
ら

　
９
月
６
日（
水
）【
議
会
運
営
委
員
会
】

　
　
　
　
　
　
　【
本
会
議
】開
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
期
の
決
定
、
諸
般
の
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
案
の
上
程
、
提
案
理
由
の
説
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
監
査
報
告
、
議
案
質
疑
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
会
付
託
、
委
員
長
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
質
疑
、討
論
、採
決（
議
案
の
一
部
）

　　
　
８
日（
金
）【
本
会
議
】一
般
質
問

　　
　
11
日（
月
）【
本
会
議
】一
般
質
問

　　
　
13
日（
水
）【
本
会
議
】議
案
質
疑
、
討
論
、
採
決
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
会
付
託

　　
　
14
日（
木
）【
総
務
委
員
会
】付
託
案
件
の
審
査

　　
　
15
日（
金
）【
教
育
厚
生
委
員
会
】付
託
案
件
の
審
査

　　
　
19
日（
火
）【
経
済
建
設
委
員
会
】付
託
案
件
の
審
査

　　
　
20
日（
水
）【
予
算
決
算
常
任
委
員
会
】付
託
案
件
の
審
査

　　
　
21
日（
木
）【
予
算
決
算
常
任
委
員
会
】付
託
案
件
の
審
査

　　
　
22
日（
金
）【
予
算
決
算
常
任
委
員
会
】付
託
案
件
の
審
査

　　
　
28
日（
木
）【
議
会
運
営
委
員
会
】

　
　
　
　
　
　
　【
全
員
協
議
会
】　

　
　
　
　
　
　
　【
本
会
議
】委
員
長
報
告
、質
疑
、討
論
、採
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
員
の
派
遣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
閉
会
中
の
所
管
事
務
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
閉
会

（一部抜粋）

第
２
回
臨
時
会
の
経
過

※
議
案
の
内
容
は
11
ペ
ー
ジ

８
月
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日
（
月
）

【
本
会
議
】
開
会

　
　
　
　
会
期
の
決
定
、
諸
般
の
報
告

　
　
　
　
議
案
の
上
程
、
説
明
、

　
　
　
　
質
疑
、
討
論
、
採
決

　
　
　
　
閉
会
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　補正予算・決算審査のため、予算
決算常任委員会（阿部 孝太郎委員長）
が開催され、議長を除く 17 名の委員
により、審査が行われました。
　審査内容の詳細については、次号の
議会だよりでお伝えします。

※その他、詳細については行方市ホームページをご覧ください。
　（https://www.city.namegata.ibaraki.jp/page/dir009206 .html）

会計名 歳　　入 歳　　出 差引残額
一般会計 188 億 6,768 万 3,315 円 180 億 9,172 万 5,009 円 7 億 7,595 万 8,306 円
国民健康保険特別会計 45 億 9,387 万 6,895 円 45 億 7,186 万 4,312 円 2,201 万 2,583 円
介護保険
特別会計

保険事業勘定 40 億    915 万 3,827 円 37 億 4,071 万 1,207 円 2 億 6,844 万 2,620 円
介護サービス事業勘定 1,219 万    374 円 1,085 万 4,205 円 133 万 6,169 円

後期高齢者医療特別会計 4 億 3,387 万 6,188 円 4 億 3,031 万 1,308 円 356 万 4,880 円
水道事業
会計

収益的収入及び支出 9 億 4,872 万 3,085 円 8 億 2,149 万 4,895 円 1 億 2,722 万 8,190 円
資本的収入及び支出 2 億      53 万 4,985 円 4 億 7,083 万 4,038 円 △ 2 億 7,029 万 9,053 円

下水道事
業会計

収益的収入及び支出 7 億 9,577 万 6,796 円 7 億 6,855 万 3,369 円 2,722 万 3,427 円
資本的収入及び支出 3 億 1,541 万 9,439 円 5 億 5,489 万 1,568 円 △ 2 億 3,947 万 2,129 円

合　　計 301 億 7,723 万 4,904 円 294 億 6,123 万 9,911 円 7 億 1,599 万 4,993 円

６会計決算は認定

令和４年度　一般会計の決算状況

一般・特別・企業会計別決算

　
今
後
の
財
政
運
営
に
当
た
っ
て

は
、
職
員
一
人
一
人
が
こ
れ
ら
の
将

来
を
見
据
え
た
中
長
期
的
な
視
点
や

危
機
意
識
を
持
ち
、
組
織
全
体
と
し

て
の
内
部
統
制
機
能
の
強
化
を
図
る

と
と
も
に
、
限
ら
れ
た
財
源
の
下
で

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
や
新
た
な
市

民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
事
業
見
直
し
や
経
費
削
減
、

国
・
県
の
補
助
金
の
活
用
な
ど
の
新

た
な
財
源
確
保
を
図
り
、
効
率
的
・

効
果
的
な
運
営
に
努
め
、
安
定
的
な

財
政
運
営
を
確
立
し
、
市
民・地
域・

行
政
が
連
携
し
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
の
実
現
に
向
け
た
安
心
安
全
な

地
域
社
会
を
次
世
代
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

　
行
方
市
監
査
委
員
　
大
輪
嘉
裕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
久

監
査
委
員
の
意
見（一

部
抜
粋
）
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主要指標から見た　行方市の財政状況主要指標から見た　行方市の財政状況
　地方公共団体の財政の健全化に関する法律の規定により、令和４年度の行方市健全化判断比率の報告が
ありました。

・実質赤字比率　　　　--％　　　　（赤字額がないため--％の表示）
　　　標準財政規模における一般会計等の赤字の割合を指標化したもの

・連結実質赤字比率　　--％　　　　（赤字額がないため--％の表示）
　　　行方市のすべての会計を合算して赤字の割合を指標化したもの

・実質公債費比率　　　８．７％
　市の実質的な借金が財政規模に占め
る割合のこと。数値が高いほど返済の負
担が重いことを示し、通常３年間の平均
値を使用します。
年度 /
項目 比率 県内

平均
早期健全
化基準

R03 8.3 6.3
25.0R02 7.9 6.5

R01 7.4 6.7

・将来負担比率　　　３６．０％
　地方公共団体の借入金（地方債）など
現在抱えている負債の大きさを、その地
方公共団体の財政規模に対する割合で
表したものです。
年度 /
項目 比率 県内

平均
早期健全
化基準

R03 45.3 28.8
350.0R02 68.3 39.4

R01 62.6 41.9

自主財源比率・・・・歳入に占める自主財源（市税、手数料・使用料、寄附金等）の割合
義務的経費割合・・・歳出に占める義務的経費（人件費、公債費、扶助費等）の割合

5 年間の一般会計決算の推移
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審査の内容を一部抜粋してお伝えします。議決結果は 12ページをご参照ください。

令和５年第３回行方市議会定例会 付託案件の審査
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霞
ケ
浦
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

霞
ケ
浦
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
再
生
整
備
事
業
に
よ

り
、
新
た
に
開
館
す
る
附
属
施
設
の
名
称
、
入
館
料

及
び
指
定
管
理
者
の
運
営
等
に
関
わ
る
規
定
を
定
め

る
た
め
、
霞
ケ
浦
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
条
例
（
平
成
17

年
行
方
市
条
例
第
１
２
８
号
）
の
全
部
を
改
正
す
る

も
の　

入
館
料
の
設
定
根
拠
及
び
事
業
主
側
か
ら
提
案

さ
れ
た
入
館
料
の
金
額
は

　
事
業
者
で
あ
る
霞
ケ
浦
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
株
式

会
社
が
関
係
す
る
施
設
や
関
東
近
辺
の
同
様
の
施

設
、
集
客
人
数
な
ど
を
計
算
し
た
中
で
、
あ
る
程

度
収
益
が
上
が
る
と
い
う
よ
う
な
と
こ
ろ
で
設
定

を
し
ま
し
た
。
今
回
の
金
額
は
、
あ
く
ま
で
も
上

限
の
設
定
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、事
業
主
側
か
ら
は
上
限
の
設
定
と
し
て
、

１
６
５
０
円
の
金
額
を
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
虹
の
塔
に
つ
い
て
、
入
館
料
を
値
上
げ
す
る
理

由
は

　
近
年
の
、
物
価
や
燃
料
費
、
電
気
料
金
の
高
騰

な
ど
を
踏
ま
え
、
今
回
１
０
０
円
程
度
値
上
げ

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
近
隣
の
施
設
で

も
、
物
価
高
騰
な
ど
の
影
響
に
伴
い
、
全
体
的
に

１
０
０
円
か
ら
３
０
０
円
程
度
値
上
げ
を
し
て
い

る
状
況
が
あ
り
ま
す
。

　
年
間
の
利
用
者
数
が
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
戻
っ

て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
今
回
料
金
を

上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
経
過
が
あ
り
ま
す
。

　
旧
町
時
代
に
配
付
し
た
無
料
券
の
取
り
扱
い
は

ど
の
よ
う
に
な
る
の
か

　
今
回
、
料
金
を
値
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
く
中
で

は
あ
り
ま
す
が
、
事
業
者
側
と
調
整
の
上
、
あ
る

程
度
の
期
間
を
設
け
、
そ
の
期
間
の
中
で
使
用
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
条
例
制
定
に
伴
う
規
則
案
の
内
容
は

　
現
在
、
全
８
条
の
規
則
案
を
協
議
し
て
い
る
段

階
で
す
。
こ
の
案
の
概
略
に
つ
い
て
は
、
第
１
条

が
趣
旨
と
い
う
こ
と
で
、
管
理
に
関
し
て
必
要
な

事
項
を
定
め
る
と
い
う
内
容
、
第
２
条
が
附
属
施

設
以
外
の
施
設
に
つ
い
て
、
条
例
第
２
条
に
定
め

る
附
属
施
設
は
有
料
施
設
と
し
、
附
属
施
設
以
外

の
施
設（
広
場
、野
外
ス
テ
ー
ジ
、ざ
ぶ
ざ
ぶ
渓
流
、

駐
車
場
等
）
は
無
料
と
す
る
と
い
う
内
容
、
第
３

条
が
休
館
日
（
水
曜
日
。
た
だ
し
、
当
該
日
が
国

民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
に
規
定
す
る
休
日
に
当

た
る
と
き
は
そ
の
翌
日
、
ま
た
、
12
月
29
日
か
ら

翌
年
１
月
１
日
ま
で
の
間
）
に
つ
い
て
、
第
４
条

が
開
館
時
間
（
午
前
10
時
～
午
後
５
時
）
に
つ
い

て
、
第
５
条
が
入
館
料
の
減
免
に
つ
い
て
、
第
６

条
が
入
館
料
の
還
付
に
つ
い
て
、
第
７
条
が
入
館

の
拒
否
に
つ
い
て
、
第
８
条
が
補
則
と
い
う
こ
と

で
、
こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
ふ
れ
あ

い
ラ
ン
ド
の
管
理
に
関
し
て
は
市
長
が
別
に
定
め

る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

委
員
か
ら
の
意
見
・
要
望

　
事
業
主
か
ら
提
案
さ
れ
た
金
額
で
入
館
料
を
設
定

す
る
の
で
は
な
く
、障
害
者
や
高
齢
者
は
も
と
よ
り
、

市
民
に
十
分
に
配
慮
し
た
金
額
に
す
る
こ
と
、ま
た
、

ト
イ
レ
や
駐
車
場
等
の
環
境
整
備
に
も
留
意
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

総
務
委
員
会



付託案件の審査
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▼
こ
ど
も
家
庭
庁
設
置
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律

の
整
備
に
関
す
る
法
律
等
の
施
行
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
行
方
市
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　
改
正
内
容
の
市
民
へ
の
周
知
は
ど
の
よ
う
に
行

う
の
か

　

市
報
に
て
お
知
ら
せ
を
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

コ
ン
ビ
ニ
交
付
手
数
料
が
改
定
に
な
っ
た
こ
と
や

使
用
方
法
、
使
い
み
ち
を
お
知
ら
せ
し
な
が
ら
、

手
数
料
が
減
額
に
な
っ
た
こ
と
以
外
に
、市
民
の
皆

さ
ん
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
も
つ
な
が
る
と
い
う

こ
と
も
お
伝
え
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
ど
も
家
庭
庁
設
置
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律

の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
令
和
４
年
法
律
第
76
号
）

及
び
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の

改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関

す
る
法
律
（
令
和
５
年
法
律
第
58
号
）
の
施
行
に
伴

い
、
関
係
条
例
の
規
定
を
整
理
す
る
も
の

　
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
設
置
さ
れ
て
い
る
多

機
能
端
末
機
を
介
し
て
住
民
票
等
の
写
し
や
各
種
証

明
書
を
交
付
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
交
付
に
係
る

手
数
料
の
額
を
引
き
下
げ
る
も
の

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
あ
れ
ば
、
全
国
の
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
交
付
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
の
か

　
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
の
あ
る
全
国
の
セ
ブ
ン
イ
レ

ブ
ン
、
ロ
ー
ソ
ン
、
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
な
ど
の
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
ほ
か
、
イ
オ
ン
、
カ
ス

ミ
（
全
店
舗
）
な
ど
で
取
得
で
き
ま
す
。

教
育
厚
生

員
委

会

▼
令
和
４
年
度
行
方
市
水
道
事
業
会
計
未
処
分
利
益

剰
余
金
の
処
分
に
つ
い
て

　

令
和
４
年
度
行
方
市
水
道
事
業
会
計
未
処
分
利

益
剰
余
金
３
億
２
２
３
５
万
６
６
７
４
円
の
う
ち

１
４
２
３
万
１
５
９
７
円
を
減
債
積
立
金
に
積
み
立

て
、
３
億
８
１
２
万
５
０
７
７
円
を
資
本
金
に
組
み

入
れ
る
も
の

▼
令
和
４
年
度
行
方
市
下
水
道
事
業
会
計
未
処
分
利

益
剰
余
金
の
処
分
に
つ
い
て

　
令
和
４
年
度
行
方
市
下
水
道
事
業
会
計
未
処
分
利

益
剰
余
金
３
０
７
９
万
７
９
７
４
円
を
減
債
積
立
金

に
積
み
立
て
る
も
の

経
済
建
設

員
委

会

～　議会へ請願・陳情される方へ　～

請願・陳情とは、市民が市政についての要望や意見を直接「議会」に提出する方法です。

※　請願書（陳情書）はその要旨、理由を簡単に
分かりやすく書いてください。

※　提出年月日、請願（陳情）者の住所、署名又
は記名押印してください。

※　請願書は、１人以上の紹介議員が必要で、表紙
に自筆による署名又は記名押印が必要です。

※　紹介議員がつかないときは、陳情書としてく
ださい。

※　提出方法については、議会事務局へお問い合
わせください。

○○○に関する
請願（陳情）書

紹介議員
署名又は
記名押印　　　　　印

○○○に関する請願
（陳情）

1. 要旨
2. 理由

令和　年　月　日
請願（陳情）者の住所
署名又は
記名押印　　　　　印
行方市議会議長　　殿

（表紙例） （内容例）
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各委員会への 付託が省略された議案
議決結果は 12ページをご参照ください。

▼
令
和
４
年
度
行
方
市
健
全
化
判
断
比
率
の
報
告
に

つ
い
て

▼
令
和
４
年
度
行
方
市
資
金
不
足
比
率
の
報
告
に
つ

い
て

▼
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い

て
　
椎
名　
繁
（
手
賀
）

　
令
和
５
年
11
年
30
日
で
任
期
満
了
と
な
る
た
め
、

委
員
に
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
令
和
５
年
12
月
１
日
か
ら
令
和
８
年
11
月

30
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

▼
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い

て
　
大
曽
根　
崇
（
五
町
田
）

　
令
和
５
年
11
年
30
日
で
任
期
満
了
と
な
る
た
め
、

委
員
に
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
令
和
５
年
12
月
１
日
か
ら
令
和
８
年
11
月

30
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

▼
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い

て
　
河
野　
一
郎
（
三
和
）

　
令
和
５
年
11
年
30
日
で
任
期
満
了
と
な
る
た
め
、

委
員
に
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
令
和
５
年
12
月
１
日
か
ら
令
和
８
年
11
月

30
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

▼
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

　
坂
本　
將　
（
捻
木
）

　
坂
本
氏
を
候
補
者
と
し
て
推
薦
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
適
任
で
あ
る
と
答
申
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
令
和
６
年
１
月
１
日
か
ら
令
和
８
年
12
月

31
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

▼
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

　
阿
須
間　
京
子
（
繁
昌
）

　
阿
須
間
氏
を
候
補
者
と
し
て
推
薦
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
適
任
で
あ
る
と
答
申
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
令
和
６
年
１
月
１
日
か
ら
令
和
８
年
12
月

31
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

▼
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　
大
﨑　
あ
い
子
（
矢
幡
）

　
令
和
５
年
11
月
30
日
で
任
期
満
了
と
な
る
大
﨑
氏

を
再
度
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
令
和
５
年
12
月
１
日
か
ら
令
和
９
年
11
月

30
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。
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本会議において 賛否が分かれた議案

賛
成
討
論

可決

霞
ケ
浦
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議案
第40号

反
対
討
論

　

こ
の
９
月
定
例
会
で
議
決
す
る
に
は
内
容
の
検

討
が
不
十
分
と
思
わ
れ
る
。

　
事
業
者
側
の
リ
ス
ク
は
極
め
て
低
い
の
に
、
市
民

の
感
覚
で
納
得
で
き
る
入
館
料
で
は
な
く
、
２
度
目

以
降
の
入
館
は
期
待
で
き
な
い
。
１
回
限
り
の
入
館

も
し
く
は
開
店
休
業
状
態
で
は
、
観
光
交
流
人
口
を

増
や
す
な
ど
の
施
策
は
、
増
え
る
ど
こ
ろ
か
減
少
し

て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
も
、
本
市
の
19
億
円
の
借

金
返
済
は
進
ん
で
し
ま
い
、
市
民
目
線
の
霞
ケ
浦
ふ

れ
あ
い
ラ
ン
ド
に
な
っ
て
い
な
い
と
考
え
る
。

　

霞
ケ
浦
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
の
立
地
条
件
や
地
域

の
子
育
て
環
境
、
周
り
の
経
済
効
果
を
み
て
も
再
整

備
は
有
意
義
だ
と
考
え
る
。
我
々
議
員
も
再
整
備
事

業
を
し
っ
か
り
チ
ェ
ッ
ク
し
、
こ
れ
か
ら
の
経
営
も

監
視
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
こ
の

事
業
が
成
功
す
る
よ
う
に
、
市
民
の
役
に
立
つ
よ
う

に
、
地
域
の
た
め
と
な
る
よ
う
に
前
進
さ
せ
て
い
く

の
も
私
た
ち
議
員
の
仕
事
で
あ
る
。

　

こ
の
再
整
備
事
業
に
は
茨
城
県
が
約
１
億
円
の

補
助
金
を
設
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
約
30
万
人
の

来
場
が
見
込
め
る
こ
と
、
７
億
５
千
万
円
の
収
益
が

見
込
め
る
と
い
う
こ
と
で
、
県
も
注
目
し
て
い
る
事

業
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
事
業
を
、
私
た
ち

市
議
会
と
し
て
も
支
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考

え
る
。

　

本
市
に
も
賑
わ
い
の
あ
る
場
を
提
供
し
て
い
く

こ
と
は
必
要
で
あ
り
、
本
市
の
未
来
に
つ
な
が
っ
て

い
く
。
ぜ
ひ
再
整
備
を
進
め
、
観
光
の
拠
点
と
し
て

本
市
が
発
展
し
て
い
く
た
め
に
も
、
条
例
を
制
定
し

運
営
を
確
立
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

反
対
討
論

　
こ
れ
ま
で
、
契
約
書
も
実
施
設
計
図
も
変
更
計
画

書
も
見
せ
て
も
ら
っ
て
お
ら
ず
、
全
く
見
え
な
い
中

で
行
わ
れ
て
き
た
事
業
で
あ
る
。
本
来
な
ら
、
み
ん

な
の
総
意
で
賛
成
さ
れ
る
べ
き
事
業
だ
。

　
廃
棄
物
や
匂
い
、
ふ
ん
尿
の
対
策
な
ど
、
市
民
は

不
安
に
思
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
条
例
だ
け
制
定
と

言
っ
て
も
無
理
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
上
限
だ
と
し
て

も
入
館
料
１
６
５
０
円
は
高
い
。
入
館
者
が
少
な
く

な
れ
ば
、
利
益
を
出
す
た
め
に
料
金
を
高
く
す
る
と

い
う
よ
う
な
悪
循
環
に
陥
っ
て
し
ま
う
の
で
、
初
め

か
ら
低
く
し
て
お
い
た
ほ
う
が
良
い
。

　
責
任
の
あ
り
方
で
、
民
間
事
業
者
が
や
っ
て
い
る

の
と
は
次
元
が
違
う
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
も
条
例
の

中
に
き
ち
ん
と
書
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

反
対
討
論

　
少
子
高
齢
化
、
過
疎
化
指
定
の
中
で
、
本
市
の
身

の
丈
に
合
っ
た
行
政
の
あ
る
べ
き
姿
と
い
う
の
と
、

今
回
の
17
年
間
で
約
20
億
円
の
市
税
の
使
い
道
と

し
て
大
変
疑
問
を
持
っ
て
い
る
。

　

入
館
料
上
限
の
１
６
５
０
円
は
、
あ
ま
り
に
も

市
場
実
勢
か
ら
か
け
離
れ
た
値
段
で
あ
る
と
思
う
。

12
万
人
の
来
場
者
を
受
け
入
れ
る
駐
車
場
も
未
整
備

で
あ
り
、そ
の
時
の
混
乱
状
態
の
対
策
も
し
て
い
な
い
。

　
ま
た
、
行
政
的
な
手
続
き
上
、
行
政
リ
ス
ク
・
財

務
リ
ス
ク
も
含
め
て
詳
細
な
報
告
が
な
い
中
で
、
是

非
を
問
う
べ
き
対
象
が
見
え
て
い
な
い
。
根
拠
性
が

見
え
て
こ
な
い
。
オ
ー
プ
ン
の
明
確
性
も
見
え
な
い

中
で
条
例
を
制
定
す
る
な
ど
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

議
案
の
上
程
で
あ
る
と
思
う
。

建設中の霞ケ浦ふれあいランド
（10月 11日　虹の塔から撮影）
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本会議において 賛否が分かれた議案

可決

令
和
５
年
度
行
方
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）
に
つ
い
て

議案
第46号

賛
成
討
論

可決

令
和
４
年
度
行
方
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
に
つ
い
て

認定
第１号

反
対
討
論

　
霞
ケ
浦
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
維
持
管
理
委
託
料

に
つ
い
て
。水
の
科
学
館
修
繕
事
業
の
工
事
が
、

事
業
契
約
書
記
載
の
維
持
管
理
運
営
開
始
日
よ

り
１
年
２
カ
月
遅
れ
て
お
り
、
当
然
、
令
和
４

年
度
中
は
、
旧
水
の
科
学
館
及
び
キ
リ
ン
動
物

園
は
維
持
管
理
運
営
し
て
い
な
い
。
従
っ
て
、

事
業
者
の
口
座
に
振
り
込
ま
れ
た
と
い
う
こ
と

は
違
法
な
支
出
で
あ
る
。

　
道
の
駅
管
理
事
業
は
、
一
部
業
者
委
託
が
あ

る
も
の
の
市
の
直
営
事
業
と
し
て
支
出
さ
れ
た

も
の
と
し
て
計
上
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
霞

ケ
浦
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
再
生
整
備
入
札
募
集
要

項
に
は
道
の
駅
の
維
持
管
理
は
必
須
と
記
載
さ

れ
て
い
る
。
本
来
こ
の
支
出
は
、
事
業
者
が
受

け
取
っ
た
委
託
料
の
中
か
ら
支
出
す
べ
き
も
の

と
し
て
、
決
算
書
に
計
上
す
べ
き
で
あ
る
。

　
再
整
備
施
設
購
入
費
に
つ
い
て
も
、
疑
義
が

あ
る
。

　
市
民
の
利
益
は
全
く
考
え
て
い
な
い
と
思
わ

れ
、
そ
れ
を
反
映
し
て
い
る
も
の
こ
そ
が
、
霞

ケ
浦
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
に
対
す
る
決
算
書
で
あ

る
と
考
え
る
。

　

す
で
に
債
務
負
担
行
為
は
可
決
さ
れ
て
お

り
、
１
年
目
の
支
払
い
は
妥
当
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

　
霞
ケ
浦
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
再
整
備
事
業
に
対

し
、
茨
城
県
も
観
光
振
興
へ
の
施
設
の
認
定
と

い
う
こ
と
で
補
助
金
１
億
円
を
付
け
た
。今
回
、

議
案
の
認
定
を
し
て
11
月
に
順
次
オ
ー
プ
ン
と

い
う
こ
と
だ
が
、
県
の
お
墨
付
き
を
い
た
だ
い

た
の
だ
か
ら
、
な
ん
と
し
て
も
成
功
さ
せ
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
し
、
成
功
す
べ

き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

※
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

反
対
討
論

　
１
つ
目
と
し
て
、
ス
マ
ー
ト
モ
ビ
リ
テ
ィ
活

用
推
進
事
業
は
、
運
用
の
実
態
が
な
い
に
も
関

わ
ら
ず
計
上
さ
れ
て
い
る
。

　
２
つ
目
と
し
て
、
霞
ケ
浦
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド

再
整
備
事
業
は
、
以
前
か
ら
不
透
明
さ
に
つ
い

て
の
疑
念
が
払
し
ょ
く
さ
れ
な
い
。
今
回
の
支

出
に
つ
い
て
も
、
実
態
と
リ
ス
ク
に
対
し
遺
憾

で
あ
る
。

　
３
つ
目
と
し
て
、
防
災
対
応
型
エ
リ
ア
放
送

関
係
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
15
億
円
く
ら
い
の

市
税
が
投
入
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら

１
０
０
％
事
業
が
完
成
す
る
ま
で
の
期
間
と
費

用
に
つ
い
て
、
未
だ
に
先
が
見
え
て
い
な
い
。

　
納
税
者
に
対
す
る
責
任
と
し
て
、
決
算
に
疑

念
が
あ
る
以
上
賛
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

身
の
丈
に
合
っ
た
行
政
の
た
め
の
決
算
書
を
出

す
べ
き
で
あ
る
。

議案賛否結果一覧表
（賛成＝○、反対＝×、棄権＝△、欠席＝－、議長＝■）

※賛成者を起立させ、表決を行いました。
※議長は通常、表決に加わりません。
※棄権は表決する権利を行使しなかった場合です（棄権は退席・不在を含みます）。

賛否が分かれた
議案と賛否結果

１　
宮
嵜　
和
洋

２　
山
口　
律
理

３　
伊
勢
山
仙
寿

４　
髙
野　
市
郎

５　
阿
部
孝
太
郎

６　
小
野
瀬
忠
利

７　
栗
原　
　
繁

８　
土
子　
浩
正

９　
貝
塚　
俊
幸

10　
鈴
木　
　
裕

11　
髙
橋　
正
信

12　
小
林　
　
久

13　
髙
木　
　
正

14　
大
原　
功
坪

15　
鈴
木　
義
浩

16　
岡
田　
晴
雄

17　
髙
栁
孫
市
郎

18　
宮
内　
　
守

賛 

否 

結 

果

議 案 第 40 号 〇 × 〇 × 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 × ■ 可決

議 案 第 46 号 〇 × 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 △ × 〇 〇 〇 × ■ 可決

認 定 第 １ 号 〇 × 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 × ■ 可決



行方市の情報をスマートフォンやタブレット、パソコンで！

まちの情報をまちの情報を
電子アプリでお届けします電子アプリでお届けします

紙
報
広

紙
報
広 日日

　
常常 し

ら
く

し
ら
く 防防

　
災災

無料 FREE

カタログポケット

Catalog Pocket
「Catalog Pocket」は

まちのさまざまな情報を閲覧できるアプリです。
アプリ上で登録をすれば

プッシュ通知で確実に情報をお届け。
多言語対応＆音声読み上げもできます。

Catalog Pocket
カタポケ ■iPhone ■Android

PC も可無料 FREE
 ※ PC 版はプッシュ通知はありません。

まちのまちの

広報紙広報紙

行方市のコンテンツはこちら▶

※　デジタルブックの配信は発行日の 10日後となります。
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無料アプリ『カタポケ』
このアイコンが目印です。

スマホで読める！議会だより
デジタルブック配信しています

○ブラウザでもアプリでも、スマホやタブレットで読めます。
○ 10言語で読めます。
○音声読み上げもできます。
○文字サイズを調整できます。
　※ブラウザは音声読み上げに対応しておりません。
音声読み上げには無料アプリ（カタポケ）の
インストールが必要です。



賛否が分かれましたので、討論の内容をお伝えします。議決結果は 12ページをご参照ください。

令和５年第２回行方市議会臨時会 議案の審議 賛否が分かれた議案

11 行方市議会だより No.73

議案賛否結果一覧表
（賛成＝○、反対＝×、棄権＝△、欠席＝－、議長＝■）

※賛成者を起立させ、表決を行いました。
※議長は通常、表決に加わりません。
※棄権は表決する権利を行使しなかった場合です（棄権は退席・不在を含みます）。

賛否が分かれた
議案と賛否結果

１　
宮
嵜　
和
洋

２　
山
口　
律
理

３　
伊
勢
山
仙
寿

４　
髙
野　
市
郎

５　
阿
部
孝
太
郎

６　
小
野
瀬
忠
利

７　
栗
原　
　
繁

８　
土
子　
浩
正

９　
貝
塚　
俊
幸

10　
鈴
木　
　
裕

11　
髙
橋　
正
信

12　
小
林　
　
久

13　
髙
木　
　
正

14　
大
原　
功
坪

15　
鈴
木　
義
浩

16　
岡
田　
晴
雄

17　
髙
栁
孫
市
郎

18　
宮
内　
　
守

賛 

否 

結 

果

発 議 第 ２ 号 × 〇 × 〇 × × × × 〇 〇 － × 〇 × × × 〇 ■ 否決

発 議 第 ３ 号 × 〇 × 〇 × × × × 〇 〇 － × 〇 × × × 〇 ■ 否決

反
対
討
論

　
災
害
対
応
や
新
庁
舎
建
設
、
市
民
生
活
に
影
響

す
る
よ
う
な
大
き
な
問
題
に
対
し
て
、
議
会
が
通

年
で
常
時
、
調
査
・
研
究
し
、
議
論
を
す
る
た
め

に
設
け
ら
れ
た
の
が
予
算
決
算
常
任
委
員
会
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
そ
の
過
程
の
中
で
も
、
各

議
員
が
議
論
を
重
ね
、
十
分
認
識
の
上
で
、
常
任

委
員
会
化
に
取
り
組
ん
だ
。
問
題
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
の
仕
方
は
違
っ
て
も
、
求
め
る
と
こ
ろ
は
各
議

員
同
じ
で
あ
る
と
思
う
。

賛
成
討
論

　
こ
の
委
員
会
の
設
置
は
、
あ
く
ま
で
も
手
段
で

あ
り
、
委
員
会
を
作
る
の
が
目
的
で
は
な
い
。
そ

の
成
立
要
因
、
成
立
過
程
も
含
め
て
、
市
民
生
活

向
上
の
中
の
、
行
政
の
中
の
組
織
体
と
し
て
の
議

会
の
立
場
を
考
え
、
一
日
も
早
い
設
置
を
し
て
対

応
・
調
査
す
る
べ
き
で
あ
る
。

※
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

否決

行
方
市
議
会
災
害
等
調
査
特
別
委
員
会
の
設
置

に
つ
い
て

発議
第３号

【
設
置
の
目
的
】
行
政
機
能
の
中
枢
を
担
う
市
庁
舎
を

は
じ
め
と
す
る
公
共
施
設
等
の
建
設
、
整
備
及
び
市
有

財
産
の
利
活
用
に
関
し
、
議
会
の
立
場
か
ら
多
様
な
視

点
に
立
っ
て
必
要
な
事
項
の
調
査
・
検
討
及
び
提
言
を

行
う

【
設
置
の
目
的
】
激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
台
風
や
豪
雨
、

地
震
等
の
災
害
に
対
し
て
、
災
害
発
生
後
の
迅
速
で
円

滑
な
復
旧
・
復
興
の
た
め
に
必
要
な
事
項
の
調
査
・
検

討
及
び
提
言
を
行
う

議
員
発
議

否決

行
方
市
議
会
庁
舎
建
設
等
調
査
特
別
委
員
会
の

設
置
に
つ
い
て

発議
第２号

反
対
討
論

　
議
論
の
場
が
特
別
委
員
会
の
設
置
で
増
え
る
の

は
歓
迎
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
が
、
現
在
山
積
す
る

行
政
の
重
要
課
題
全
て
に
特
別
委
員
会
を
設
け
る

こ
と
は
不
可
能
と
思
わ
れ
る
。
至
急
を
要
し
、
頻

出
す
る
事
態
に
当
た
る
の
で
あ
れ
ば
、
す
で
に
設

置
さ
れ
て
機
能
し
て
い
る
常
任
委
員
会
の
活
用
が

有
効
で
あ
り
最
善
で
あ
る
と
思
う
。
今
議
論
す
べ

き
は
、
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て
で
は
な
く
、
案

件
そ
の
も
の
で
あ
り
、
設
置
す
べ
き
必
然
性
は
感

じ
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
設
置
の
目
的
が
茫
洋
、
あ

い
ま
い
で
あ
る
。

賛
成
討
論

　
予
算
決
算
常
任
委
員
会
は
議
会
に
上
程
さ
れ
た

予
算
・
決
算
を
審
査
す
る
機
関
で
、
調
査
特
別
委

員
会
は
調
査
を
す
る
機
関
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

機
能
は
異
な
る
。
議
会
の
調
査
権
は
行
使
す
べ
き

も
の
で
あ
り
、
前
例
で
は
議
員
の
皆
が
闊
達
な
意

見
を
交
わ
し
て
い
る
。
調
査
だ
か
ら
、賛
成
、反
対
、

結
果
が
出
る
と
か
出
な
い
と
か
で
は
な
く
、
市
民

の
負
託
を
得
て
、
期
間
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
限
り
で

調
査
を
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
調
査
特
別
委
員
会

の
設
置
の
目
的
で
あ
る
。
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《議員提出議案》

《市長提出議案》

令和５年第２回行方市議会臨時会　提出議案議決結果

令和５年第３回行方市議会定例会　提出議案議決結果

議案番号 件　　　　　　　名 議決結果 付託委員会

発議第 ２ 号 行方市議会庁舎建設等調査特別委員会の設置について 否決 ―

発議第 ３ 号 行方市議会災害等調査特別委員会の設置について 否決 ―

議案番号 件　　　　　　　名 議決結果 付託委員会

報告第 14号 令和４年度行方市健全化判断比率の報告について ― ―

報告第 15号 令和４年度行方市資金不足比率の報告について ― ―

諮問第 ２ 号 人権擁護委員候補者の推薦について 坂本氏を
適任であると答申 ―

諮問第 ３ 号 人権擁護委員候補者の推薦について 阿須間氏を
適任であると答申 ―

議案第 36号 教育委員会委員の任命について 原案同意
（全会一致） ―

議案第 37号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 原案同意
（全会一致） ―

議案第 38号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 原案同意
（全会一致） ―

議案第 39号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 原案同意
（全会一致） ―

議案第 40号 霞ケ浦ふれあいランド条例の制定について 原案可決
（賛成多数） 総務委員会

議案第 41号 こども家庭庁設置法の施行に伴う関係法律の整備に関する法律
等の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について

原案可決
（全会一致） 教育厚生委員会

議案第 42号 行方市手数料徴収条例の一部を改正する条例について 原案可決
（全会一致） 教育厚生委員会

議案第 43号 令和４年度行方市水道事業会計未処分利益剰余金の処分につ
いて

原案可決
（全会一致） 経済建設委員会

議案第 44号 令和４年度行方市下水道事業会計未処分利益剰余金の処分に
ついて

原案可決
（全会一致） 経済建設委員会

※　　　色が付いたものは賛否の分かれた議案です。

※　　　色が付いたものは賛否の分かれた議案です。
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議案番号 件　　　　　　　名 議決結果 付託委員会

認定第１号 令和４年度行方市一般会計歳入歳出決算認定について 原案認定
（賛成多数）

予算決算
常任委員会

認定第２号 令和４年度行方市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定に
ついて

原案認定
（全会一致）

予算決算
常任委員会

認定第３号 令和４年度行方市介護保険特別会計歳入歳出決算認定につい
て

原案認定
（全会一致）

予算決算
常任委員会

認定第４号 令和４年度行方市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定
について

原案認定
（全会一致）

予算決算
常任委員会

認定第５号 令和４年度行方市水道事業会計決算認定について 原案認定
（全会一致）

予算決算
常任委員会

認定第６号 令和４年度行方市下水道事業会計決算認定について 原案認定
（全会一致）

予算決算
常任委員会

第３回（９月）定例会で補正された予算（令和５年度）
議案番号 補正額（総額） 主な内容 議決結果

議案第 45号
一般会計（第５号）

464万３千円　増額
（188億 7,418 万４千円）

　・ふるさと応援寄附金募集事業（還付金）/� 28 万４千円
　・地域情報通信基盤管理事業（光ケーブル復旧工事）
� /　175万１千円
　・教育振興補助事業（体育文化振興費補助金）
� /　169万５千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

原案可決
（全会一致）

議案第46号
一般会計（第６号）

1,778 万６千円　増額
（188億 9,197 万円）

　・文書管理事務費
　　（個人情報安全管理体制構築業務委託料）� /　352万円
　・公共交通運営事業（乗合タクシー運行委託料）
� /　1,467 万２千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

原案可決
（賛成多数）

議案第47号
介護保険特別会計
（第２号）

1,789 万７千円　増額
（38億5,591万円３千円）　・国庫支出金等償還金　/　1,789 万７千円

原案可決
（全会一致）

※補正予算は予算決算常任委員会に付託されました。

※　　　色が付いたものは賛否の分かれた議案です。

決算認定（令和４年度）
※　　　色が付いたものは賛否の分かれた議案です。

なめがたネット放送局を検索し、市議会録画中継へ
これまでの録画中継はこちらから▶

本会議の様子を「なめがたエリアテレビ」にて、
生中継しています。

　インターネット（パソコン、スマホ）
では、録画中継をしています。
　現在、平成 29年第２回定例会から
令和５年第２回定例会までがご覧にな
れます。準備が整い次第、令和５年第
３回定例会も公開いたします。


